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《特別プログラム》

会長講演
アレルギー児の親・主治医としての体験，そして食物アレルギーのSOTI へ

 演者 栗原　和幸（神奈川県立こども医療センターアレルギー科）
 座長 寺道　由晃（寺道小児科医院）

特別講演 1
Food Allergy ‒ New concepts for its pathogenesis and management

 演者 A. Wesley Burks（Department of Pediatrics, Division of Allergy and Immunology, 
Duke University Medical Center）

 座長 森川　昭廣（群馬大学，希望の家附属北関東アレルギー研究所）

特別講演 2
好塩基球研究の新展開：日陰者が一気に檜舞台に

 演者 烏山　　一（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科免疫アレルギー学分野）
 座長 近藤　直実（岐阜大学大学院医学系研究科小児病態学）

招待講演
Peanut and Other Plant Food Allergy in Children

 演者 Soo-Young Lee（Department of Pediatrics, Ajou University School of Medicine, 
Suwon, South Korea, Director of International Cooperation, The Korean Academy 

of Pediatric Allergy and Respiratory Disease （KAPARD））
 座長 南部　光彦（天理よろづ相談所病院小児科）

教育講演 1
Respiratory Virus Infections and Inception of asthma in childhood

 演者 Jae-Won Oh（Hanyang University College of Medicine, Seoul, Korea）
 座長 荒川　浩一（群馬大学大学院医学系研究科小児科学）

教育講演 2
Molecular allergology ‒ a new era of allergy diagnosis

 演者 Barbara K. Ballmer-Weber（Allergy Unit, Department of Dermatology University 
Hospital Zürich, Switzerland）

 座長 西間　三馨（国立病院機構福岡病院）

教育講演 3
　小児科医のためのアレルギー性結膜疾患の対応

 演者 高村　悦子（東京女子医科大学医学部眼科）
 座長 松井　猛彦（東京都保健医療公社荏原病院小児科）

教育講演 4
　小児のアレルギー疾患はどのように始まるのか

 演者 松本　健治（国立成育医療研究センター研究所免疫アレルギー研究部）
 座長 古川　　漸（実践女子大学生活科学部食生活学科）

教育講演 5
　化学物質過敏症（CS）：CSは果たして心因性疾患，身体表現性障害か



434

 演者 渡辺　一彦（渡辺一彦小児科医院）
 座長 中村　陽一（横浜市立みなと赤十字病院アレルギーセンター）

教育講演 6
　アトピー性皮膚炎 最前線（State of the art）

 演者 池澤　善郎（横浜市立大学皮膚科）
 座長 勝呂　　宏（すぐろこどもクリニック）

シンポジウム 1
食物アレルギー診療ガイドライン2011に向けて

 座長 宇理須厚雄（藤田保健衛生大学坂文種報徳會病院小児科）
  海老澤元宏（国立病院機構相模原病院臨床研究センターアレルギー性疾患研究部）
 S1-1　  食物アレルギーの発症予知と予防
  下条　直樹（千葉大学大学院医学研究院小児病態学）
 S1-2　  新生児・乳児の消化管アレルギー
  木村　光明（静岡県立こども病院感染免疫アレルギー科）
 S1-3　  食物アレルゲンの知識と食物アレルギーの診断
  伊藤　浩明（あいち小児保健医療総合センターアレルギー科）
 S1-4　  社会的対応の充実
  海老澤元宏（国立病院機構相模原病院臨床研究センターアレルギー性疾患研究部）
 S1-5　  患者教育
  有田　昌彦（ありた小児科・アレルギー科クリニック）

シンポジウム 2
若いアレルギー研究者からの発信

 座長 近藤　直実（岐阜大学大学院医学系研究科小児病態学）
  斎藤　博久（国立成育医療研究センター）
 S2-1　  ヒト血小板のアレルギー反応への関与  
  長谷川俊史（山口大学大学院医学系研究科小児科学分野）
 S2-2　  自然免疫異常症，アレルギー疾患病態解明に向けたプロテオミクス的手法の応用  

  大西　秀典（岐阜大学大学院医学系研究科小児病態学）
 S2-3　  乳幼児気管支喘息における胃食道逆流症の関与  
  吉田　之範（大阪府立呼吸器・アレルギー医療センター小児科）
 S2-4　  出生コホート研究によるアレルギー疾患発症要因の因果推論
  二村　昌樹（国立成育医療センターアレルギー科）
 S2-5　  学童期における呼吸機能検査の正常値および影響する因子の検討  
  萩原　里実（群馬大学大学院医学系研究科小児科学分野，

国立病院機構高崎総合医療センター）

シンポジウム 3
小児気管支喘息治療・管理ガイドライン2011に向けて 

 座長 西牟田敏之（国立病院機構下志津病院）
  濱崎　雄平（佐賀大学医学部小児科）
 S3-1　  乳幼児期の喘息の考え方  
  吉原　重美（獨協医科大学医学部小児科学）
 S3-2　  喘息コントロール状態の評価   
  勝沼　俊雄（東京慈恵会医科大学附属第三病院小児科）  
 S3-3　  ICS+LABAの位置付け  
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  井上　壽茂（住友病院小児科）  
 S3-4　  ステップダウンと治療中止の目安
  藤澤　隆夫（国立病院機構三重病院臨床研究部） 
 S3-5　  Pediatric Guideline for Asthma in Korea  
  Bok Yang Pyun（Department of Pediatrics, SoonChunHyang University Hospital, 

Seoul, Korea）

シンポジウム 4 
新生児・乳児消化管アレルギー 

 座長 大塚　宜一（順天堂大学医学部小児科・思春期科）
  宮沢　篤生（昭和大学医学部小児科） 
 S4-1　  新生児・乳児消化管アレルギー：最近の動向　小児アレルギー科医の立場から
  野村伊知郎（国立成育医療研究センターアレルギー科）
 S4-2　  新生児・乳児消化管アレルギー：最近の動向　新生児科医の立場から  
  宮沢　篤生（昭和大学医学部小児科）  
 S4-3　  新生児・乳児消化管アレルギーの病態について  
  森田　英明（国立成育医療研究センター研究所免疫アレルギー研究部，

慶應義塾大学医学部小児科学教室）
 S4-4　  新生児・乳児消化管アレルギーの粘膜病変について  
  大塚　宜一（順天堂大学医学部小児科）  
 S4-5　  新生児・乳児消化管アレルギー：臨床栄養の視点から  
  高増　哲也（神奈川県立こども医療センターアレルギー科）

シンポジウム 5
呼吸器系アレルギー疾患の免疫療法

 座長 秋山　一男（国立病院機構相模原病院臨床研究センター）
  岡本　美孝（千葉大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科 ･頭頸部腫瘍学）
 S5-1　  成人気管支喘息に免疫療法は必要か？  
  永田　　真（埼玉医科大学呼吸器内科，埼玉医科大学アレルギーセンター）
 S5-2　  免疫療法の過去・現在・未来  
  杉本　和夫（千葉市立青葉病院アレルギー科）
 S5-3　  免疫療法によるアレルギー性鼻炎の治癒と予防  
  大橋　淑宏（アクティ大阪耳鼻咽喉科医院）  
 S5-4　  スギ花粉症に対する舌下免疫療法  
  堀口　茂俊（千葉大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学）

シンポジウム 6 
アレルゲンとしての食品 

 座長 板垣　康治（北海道文教大学人間科学部健康栄養学科）  
  手島　玲子（国立医薬品食品衛生研究所代謝生化学部）  
 S6-1　  食物アレルゲンをいかに解析するか
 　　　  －基礎と臨床の連携による食物アレルギー治療へ向けたアプローチ－
  板垣　康治（北海道文教大学人間科学部健康栄養学科）  
 S6-2　  進化するアレルギー診断学 Component-resolved diagnostics の考え方とその応用
  猪又　直子（横浜市立大学医学部皮膚科）
 S6-3　  化粧品中に含まれる食物アレルゲン　－経皮感作による食物アレルギーについて－
  福冨　友馬（国立病院機構相模原病院臨床研究センター）
 S6-4　  アレルゲン検査の現状と課題  
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  手島　玲子（国立医薬品食品衛生研究所）  
 S6-5　  「食べる」側からみた食品の抗原性の評価と調理による低アレルゲン化
 　　　  ：抗原コンポーネントレベルにおける検討と臨床応用
  伊藤　節子（同志社女子大学生活科学部食物栄養科学科）

シンポジウム 7
アトピー性皮膚炎を今考える 

 座長 末廣　　豊（大阪府済生会中津病院小児科，免疫・アレルギーセンター）
  秀　　道広（広島大学大学院 医歯薬学総合研究科皮膚科学） 
 S7-1　  学校保健における管理指導表の利用と課題  
  日野　治子（関東中央病院皮膚科）  
 S7-2　  アトピー性皮膚炎の痒みのメカニズム  
  冨永　光俊（順天堂大学大学院医学研究科環境医学研究所）  
 S7-3　  アトピー性皮膚炎における食物アレルギーへの対処（回避か積極的摂取か）
  長尾みづほ（国立病院機構三重病院臨床研究部）  
 S7-4　  小児アトピー性皮膚炎における患者教育とエデュケーターの役割
  益子　育代（国立成育医療センターアレルギー科，都立小児医療センター） 
 S7-5　  疫学調査からみた病因論  
  鈴木　修一（国立病院機構下志津病院アレルギー科）

シンポジウム 8 
アレルギー疾患患児の教育と生活を考える 

 座長 赤坂　　徹（赤坂こどもクリニック）
  大矢　幸弘（国立成育医療研究センター内科系専門診療部アレルギー科）
 S8-1　  学校でアレルギー児を支えるためのNPOの試み  
  長岡　　徹（NPO法人アレルギーを考える母の会）  
 S8-2　  食物アレルギーサインプレートの普及活動について  
  服部　佳苗（ALサインプロジェクト）  
 S8-3　  小児アレルギー疾患治療に必要な患者教育のしくみはなにか  
  赤澤　　晃（東京都立小児総合医療センターからだの専門診療部アレルギー科）
 S8-4　  学校教育現場からアレルギー疾患患児の生活を考える  
  横田　雅史（帝京平成大学現代ライフ学部児童学科）

シンポジウム 9 
食物アレルギーの経口免疫療法（経口耐性誘導）

 座長 藤澤　隆夫（国立病院機構三重病院臨床研究部）
  眞弓　光文（福井大学）
 S9-1　  当院における食物アレルギーの特異的経口耐性誘導（SOTI）
  藤野　　歩（神奈川県立こども医療センターアレルギー科）
 S9-2　  食物アレルギーに対する経口免疫（減感作）療法の標準化
  柳田　紀之（国立病院機構相模原病院小児科，国立病院機構仙台医療センター小児科）
 S9-3　  食物アナフィラキシー患者に対する経口免疫（減感作）療法の作用機序の解明
  佐藤　さくら（国立病院機構相模原病院臨床研究センターアレルギー性疾患研究室）
 S9-4　  当院における特異的経口耐性誘導法について  
  岡本　真道（関西医科大学小児科学講座）  
 S9-5　  Specific oral tolerance induction in milk allergy.  
  Egidio Barbi（Clinica Pediatrica, Istituto per l’Infanzia Burlo Garofolo, Trieste, Italy）
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シンポジウム10
アレルギー疾患の経過を修飾する因子

 座長 加藤善一郎（岐阜大学大学院医学系研究科小児病態学）
  河野　陽一（千葉大学大学院医学研究院小児病態学）
 S10-1    乳幼児アレルギー疾患の発症抑制と母乳中TGF-β
  中尾　篤人（山梨大学医学部免疫学講座）
 S10-2    アトピー性皮膚炎の発症・増悪を修飾する因子
  有馬　孝恭（千葉大学大学院医学研究院小児病態学） 
 S10-3    気管支喘息の発症・増悪を修飾する因子  
  荒川　浩一（群馬大学大学院医学系研究科小児科学）
 S10-4    アレルギー性鼻炎の発症・増悪を修飾する因子 
  米倉　修二（千葉大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学）
 S10-5    食物アレルギーの発症・増悪を修飾する因子
 　　　  ―「食べて治す食品（2005 岐阜）」開発への展開―
  金子　英雄（岐阜大学大学院医学系研究科小児病態学）


